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01 RESEARCH
―――まずは先生の研究内容について教

えてください。

専門は国際経済学、特に国際貿易論で

す。具体的には、貿易や直接投資、自由

貿易協定などが知識のスピルオーバー

（国際的な伝播のこと。例えば貿易をす

ることにより、ある国で開発された技術

が、意図せず別の国に伝わっていくこと

などを表す）にどのような影響を及ぼし

ているかについて研究を行っています。

―――国際経済学とはそもそもどういう

学問なのか、研究対象という側面からお

話しいただけますか？ （小麦中毒者

［工・２］さんからの質問）

国際経済学全体としては、国と国との

取引と、それに付随するようなさまざま

な協定、モノやサービスの移動、それか

ら移民など人の移動も含めて、色々なも

のを対象としています。

―――「国際経済学」と聞くとモノの移

動のみが対象になるのかなと思っていた

のですが、移民も対象になるのですね。

そうですね。ただ経済学の分野では、

導かれた予測について検証したり、理論

的に知られていなかったような事実を発

見したりするという手法ですね。

―――研究の面白さは何ですか？

やはり経済学って実社会と結びついて

いる学問なので、研究成果が色々な形で

政策に活かされるとやりがいを感じます

ね。外国との関係って日本にとって非常

に重要なことだと思いますが、そういう

中で私たちが国際経済の分野でやってい

るような研究が、国際的な政策に影響を

与えていることがあるんですよ。

Evidence -Based  Po l icy  Making

（EBPM）という考え方があります。直

訳すると “証拠に基づいた政策立案”、

つまり経済学や政治学などの研究成果を

もとに政策を考えるというアイデアなの

ですが、日本ではこれがあまり浸透して

いませんでした。ところが最近では官僚

の人たちもEBPMの考え方の重要性を認

識してきています。そういう意味で、こ

れからさらに私たちの研究の重要さが増

すんじゃないかと考えています。

基本的に移民は労働力の移動として捉え

ます。その点労働力は資本と同様に生産

要素と見なすことができるので、生産要

素の国際間の移動という意味では、移民

と直接投資は同じように分析することに

なります。しかし、移民は実際には労働

をするために移動する人だけではなくて、

勉強や結婚など様々な目的を持っている

人たちがいるので、それはまたちょっと

違うフレームワークで分析しなくちゃい

けないという感じです。

―――次に、国際経済学の研究手法につ

いて教えてください。（小麦中毒者［工・

２］さんからの質問）

国際経済学に限らず経済学の各分野で

も同じですけれども、大きく分けて理論

分析と実証分析というものがあります。

まず理論分析の方は、普通の経済学のモ

デルに基づいて、モノやサービスの取引、

それに付随する貿易政策が企業活動や国

際間取引にどのような影響を与えるかと

いうようなことを分析します。一方実証

分析は、色々なデータを使って理論的に

02 CAREER
―――修士課程まで東北大学文学研究科

で学ばれていたそうですが、その後専門

を経済学に変えたのはなぜですか？

確かに意外に思われるかもしれません

が、私は東北大学時代、行動科学を学ん

でいたんですよ。行動科学は現在だと行

動経済学が有名だと思いますが、その頃

私はそれと非常に近いことをやっていま

した。例えば、数理モデルや統計分析の

手法を使って環境問題や不平等の問題に

ついて研究をしていました。そういう意

味で、専門の変更には実はあまり違和感

がなかったんです。

東北大学文学部在学中に開発途上国の

問題や経済成長に関心を持ちました。そ

して修士課程入学後、経済学部の先生の

もとで勉強させてもらったんです。修士

論文も経済学的な観点で執筆しました。

―――その後どうして海外のブリティッ

シュコロンビア大学に行かれようと思っ

たんですか？　（くらげ［工・２］さん

からの質問）

実は修士号を取った後、開発コンサル

の仕事をしていたのですが、しばらくし

て国際機関で働きたいと思うようになり

ました。ただそのためには普通は海外の

大学の Ph.D. を持っていないといけない

ので、海外大学への進学を決めたんです。

ブリティッシュコロンビア大学を選ん

だ理由は、当時関心を持っていた環境 /

天然資源経済学の先生が非常に多くいら

っしゃったことですね。通常の大学だと

そういう先生って１人か２人しかいない

今の研究者の道があるのは、
必然ではなく偶然の積み重ねだった

国際経済学の研究は、
ときに世界的な政策に影響を与える

半年ぶりのはみだしです。緊張してきた。� （理・５　一抹模様）
⇒これからもどんどんはみだしちゃってください～！� （お忙しいのにいっぱいコメントいただき、本当にありがとうございます；編）
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のですが、この大学には多くの先生がい

らっしゃって、それぞれが「環境」や「天

然資源」の観点から多様な研究をされて

いました。そういうところに行って勉強

したいなと思ったんです。でも、そこで

関心が環境問題から貿易に移りました。

―――専門の変更にはどういう経緯があ

ったのでしょうか？　（pHilo［工・１］

さんからの質問）

博士課程での指導教員の先生が Brian 

R Copeland という人で、先生の専門が

貿易と環境だったんです。その先生のも

とで研究するうちに、貿易の方に関心を

持つようになりました。

―――その後研究者になられたのには

どういう経緯があったのでしょうか？　

（富士［経・３］さん他からの質問）

博士号を取った後、色々な事情があっ

て国際公務員になる道を諦めました。結

局また開発コンサルの仕事を始めたので

すが、実際の業務と研究との間にある考

え方のギャップに悩みました。大学院生

時代は研究において精密さが求められて

いました。やはり学術的な研究って、曖

昧さがない。経済学では科学的な手法に

基づいて「ここまでのことは言えるけど、

ここから先のことは言えないよね」とい

うように、事実と予測をきちんと区別す

るわけです。でも例えば開発の現場って、

厳密さというよりは「ある政策をやりた

いと思った時に、何をどうすればいいの

か」みたいなところが重視されているの

で、そこのギャップを強く感じるように

なったんです。その結果、開発コンサル

の仕事を辞めて大学教員になったという

感じですね。

だからそういう意味では、どこかの時

点で研究者になろうと決めたのではなく

て、結果的にこうなったという感じです。

―――コロナ禍が国際貿易・国際経済の

情勢にどんな影響を与えているのかを教

えてください。

これに関しては、ここ２年ぐらいで国

際経済学のみならず様々な分野でたくさ

んの研究が行われています。それにより

色々なことが分かってきていて、例えば

貿易への影響というのは実は割と短期的

だったという研究結果が出ています。

2020 年、一番最初の緊急事態宣言が

出た頃というのは貿易がやはり非常に大

きく落ち込みました。例えばロックダウ

ンなどで生産がストップしたことが国際

的な分業にダメージを与えています。具

体的には、中国の工場で作業員の出勤が

できなくなり、部品の製造ができなく

なると、同じ財の生産を担っている他

の国の工場も巻き込んで生産がストッ

プする、みたいなことが発生しました。

2020 年当時はそのような悪影響が長く

続くかというふうに思われていたのです

が、実際はそれほどでもなかった。貿易

そのものはすぐに回復したんですよね。

ただ国際経済にとって一番ダメージだ

03 ECONOMICS コロナ禍の貿易への影響は、
実はごく短期的なものだった

秋号のクロスワードで、ウィリアム殿下が皇太子になったのは９月に入ってからだと気づいて少し迷いました。　　
� （理・５　フィリップ殿下も５文字の名前で２文字目がイ、３文字目がリ！）
⇒クロスを作ってるちょうどその時に皇太子が変わってあたふたしました� （今年は本当に激動の１年だった；編）
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卒論書いてる自分が想像できません！� （農・４　パン屋のバイト）
⇒ホントそれ！ もうすぐ卒論ですか？ がんばってください～！�
� （僕も現在先行研究を探し始めてる段階なんですが、なかなか大変ですね……；編）
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ったのは、国際間の人の移動が長い間ス

トップしてしまったことです。特にビジ

ネス目的の出張ができなくなったことが

相当に悪影響を与えましたね。オンライ

ン会議などを使って代替がなされるケー

スもありましたが、それでも大きな傷跡

を残したと思います。

ですが近頃は世界的な制限緩和に伴っ

てほとんど元の状態に戻ってきているの

で、今後はそれほど大きな影響はないん

じゃないかと思います。

―――日本経済を高度経済成長期やバブ

ルの頃のように戻すのは現実的ではない

と思いますが、今後日本経済が目指すべ

き方向について教えてください。（にょ

ろにょろ［職］さんからの質問）

これ難しいな（笑）　なかなか答えに

くいですが、日本の場合だとやはり少子

高齢化、それに伴う人口減少の問題は非

常に大きいですね。この問題にどう対処

していくかが非常に重要だと思います。

人口の減少に合わせて経済自体を縮小

して、その中でできることをやればいい

というふうに考えるならば、多分普通の

小国になっていきます。そういう選択も

１つですが、それじゃいけないと思うの

であれば、何か大きな変革をやらなくち

ゃいけません。例えば海外から人が移住

して来るようにして、経済を活性化する

とか。少子高齢化はやはり抜本的な対策

をしないとすぐに変わるものではないの

で、何かしら大きな決断をしないといけ

なくなると思います。そこを踏まえたう

えで、経済を縮小するか、それを拒むか、

どちらかを選ばなくてはなりません。

とにかく今の状態を放っておいたら、

ほぼ確実にどんどん貧しくなっていくん

ですよ。それに抗って一定の生活水準を

維持したいと思うのであれば、やはり１

つの方策としては外国からの人々、それ

から知識を積極的に受け入れていくこと

をやらないと多分駄目だと思います。

―――人口減少を放っておくと、具体的

にどういうメカニズムで日本は小国にな

っていくのでしょうか？

例えば以前は日本でモノを作ってそれ

を輸出することで経済が著しく発展して

いきましたが、そういうことができなく

なります。加えて新しいアイデアもあま

り生まれなくなっていくので、新しい産

業が成長しにくくなります。それによっ

て、他の国の経済は成長しているのに日

本ではそれほど成長していないという事

態になって、それを放っておくと結果と

して相対的に貧しくなっていきます。

もちろん国内で人口減少を食い止める

策を打ち出すのも大事ですが、どちらか

と言うと外から人が来てくれるようなこ

とをすべきだと思いますね。新しい人材

や知識を活かせれば、また違った形での

国の成長の仕方があると思うんです。

―――経済学的観点から大学生が意識し

た方が良いことはありますか？　（たぬ

き［農・１］さんからの質問）

自分に対する投資です。特に長期的な

視点での投資。最近は短期的な利益にば

かりに目がいきがちなんですが、実は重

要なのは 10 年後・20 年後の自分がど

うなっているか考えて、その上でどうい

日本は少子高齢化の進行にともない、
経済を縮小するか、それを拒むかの選択を迫られている

友人がくれたエコバック。よく見るとハリネズミが"give�me�a�big�hug"�って言う柄だった。� （文・２　週末は歯医者）
⇒抱きしめたら大変なことになりますね� （でも可愛かったらオッケー！……多分!!；編）
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うことに今時間を使うべきかを考えるこ

となんです。やはり長期的なリターンな

んてなかなか意識しにくいし、そういう

投資はすぐには効果が出ないものなので

継続的にやらなくちゃいけないから難し

い。ですが短期的な視点ではなくて、長

期的な視点で自分への投資を考えてほし

いと思います。長期的視点というのは人

的投資の観点から非常に重要ですので。

―――最近、国際貿易や国際経済につい

て関心をお持ちのニュースがありました

らお願いします。

トランプ政権が出てくる前、つまり

2016 年ぐらいまでは、各国が積極的に

地域貿易協定を結ぶなどして、世界的に

貿易自由化を推し進めていました。色々

な国が色々なところに生産ネットワーク

を築いて、それの恩恵をみんなで受けて

いたんです。発展途上国も例外ではあり

ません。昔は途上国も自分の国の中で産

業を発達させないと先進国に太刀打ちで

きなかったので、非常に大変でした。と

ころが自由貿易が広まるにつれて、必ず

しも国内で産業を育てなくても、多国籍

企業がその生産拠点の一部を自分の国に

立地してくれれば、うまい具合に生産ネ

ットワークに組み込まれて、それによっ

て国内の産業が育つという形になってき

ていました。このようにして最終的に先

進国も途上国もみんな恩恵を受けられて

いたわけです。

しかし最近米中貿易戦争の勃発やウク

ライナ情勢の緊迫化などがあり、国際的

な生産ネットワークの存続が難しくなり

ました。先ほど言った恩恵も失われつつ

あります。その影響はまわりまわって私

たち消費者に返ってくるのですが、その

影響がどのようなものになるのかすごく

気になるところですね。

04 CONCLUSION 京大という恵まれた環境で、
大学生の時にしかできないことを

いっぱいやってほしい
―――先生からご覧になった京大の魅力

は何ですか？　（五穀豊穣［法・院］さ

んからの質問）

何といっても、学生の皆さんにしても

教員にしても全国から優秀な人たちが集

まってくることですね。もちろん自由な

校風なんかも魅力的ではありますけど

も、それをさておいてもやはり優秀な人

たちが集まってくるというのが最大の魅

力でしょう。そういう人たちと普段から

接することができるのは非常に恵まれて

いる環境ですし、素晴らしいですね。

―――他大学と比べた時の京大の強みは

何だと思われますか？　（へぷ［医・３］

さんからの質問）

どの大学と比べるかによります。例え

ば東大と比べてみましょうか。やはり大

きいのは東京から離れていることです

ね。私が Ph.D. を取ったのはブリティッ

シュコロンビア大学で、西海岸に位置し

ています。西海岸の大学って東海岸の大

学と比べると、学術的な面白さを重視し

ているんですよ。東海岸の大学は政治の

中心都市に近いので、政策志向というか、

政策に直結することを研究しようという

雰囲気があるのですが、西海岸にはそれ

が無かった。日本でも同じようなことが

言えて、東大をはじめとした関東の大学

と比べると、京大は政策への応用という

よりは、伝統的に学術的な重要性や意義

を追求している気がしますね。そこが非

常に良い面であり強みだと思います。

―――最後に京大生にメッセージをお願

いします。

色んな制約があって難しいとは思うん

ですけど、やはり大学生の時にしかでき

ないことをいっぱいやってほしいなと思

いますね。例えば貧乏旅行とか。リッチ

な旅行は社会人になってからいくらでも

できるんですよ。でも、泊まるところも

決めないでふらっとどこかへ行くという

ような旅行って、やはり学生の頃じゃな

いとできません。自分も大学生時代にそ

ういう経験が色々あるのですが、そうい

うことって将来の財産になります。社会

に出てからだとなかなかできないので、

ぜひ大学生のうちにやって欲しいです。

あと色々道草を食ってみると良いと思

います。私自身様々なことをしてきまし

たが、何がどこで活きるか分からないの

で、色々なことをしてみるというのはと

ても大事だと思いますね。

特にすぐに役立つような知識に限ら

ず、様々な知識を身に着けてほしい。す

ぐに活かせる知識って、すぐに陳腐化し

ちゃうんですよ。学生のうちに学んでほ

しいのは、すぐに役には立たないけど、

いつか本質的に何かの役に立つものなん

ですよね。例えば全学共通科目は何の役

に立つんだという声をよく聞きますけれ

ども、今役に立たなくてもいつか何かの

役に立つかもしれないし、大学だからこ

そ勉強できるものでもあるので、ぜひや

る気をもって励んでほしいですね。

―――貴重なお話をいただきありがとう

ございました。

そういえば「顎（あぎと）の巨人」なんていましたね。� （理・３　理・３）
⇒確かにいましたね。『進撃の巨人』が終わってもう１年半以上経ってるのか……� （時が経つのは早いですね；編）


